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中核市「東大阪市」誕生
私
た
ち
は
、
中
核
市
と
し
て

大
阪
府
か
ら
移
さ
れ
た
権
限
を

最
大
限
に
活
か
し
、
市
民
の
だ

れ
も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
誇

れ
る
魅
力
あ
ふ
れ
た
〝
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
〞
を
実
現
す
る
た

め
、
大
胆
な
発
想
と
行
動
力
を

も
っ
て
、
果
敢
に
「
挑
」
ん
で

い
き
ま
す
。 

※中核市移行に伴う組織整備・移譲事務の窓口一覧を4・5面に掲載

い

古
紙
配
合
率
１００
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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平
成
１７
年
第
一
回
定
例
会
の
開
会
（
３
月
１

日
）
に
あ
た
り
、
松
見
市
長
は
「
市
民
に
開
か

れ
た
、風
通
し
の
良
い
市
政
」「
暮
ら
し
や
す
く
、

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
市
民
を
守
る
、

安
心
・
安
全
の
都
市
づ
く
り
」
を
柱
と
し
た
平

成
１７
年
度
の
市
政
運
営
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

私
は
、
市
長
就
任
後
直
ち
に

第
二
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、

本
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し

ま
し
た
。

ま
た
「
人
事
政
策
の
基
本
方

針
」「
行
財
政
改
革
の
基
本
方
針
」

を
定
め
、
市
政
運
営
の
戦
略
的

な
指
針
と
し
ま
し
た
。
平
成
１５

年
度
を
再
生
元
年
と
位
置
づ
け
、

東
大
阪
市
の
洋
々
た
る
未
来
の

基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
職
員

の
意
識
改
革
と
行
財
政
改
革
の

二
つ
の
改
革
を
提
起
す
る
と
と

も
に
、
職
員
倫
理
条
例
を
制
定

し
不
正
腐
敗
の
一
掃
を
軌
道
に

乗
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
分
権
時

代
の
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
東
大
阪

市
２１
世
紀
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

本
年
４
月
に
は
府
内
三
番
目
の

中
核
市
と
な
り
、
政
令
市
に
次

ぐ
権
限
を
確
保
し
ま
す
。
中
核

市
「
東
大
阪
市
」
の
誕
生
は
「
夢

と
活
力
あ
ふ
れ
る
元
気
都
市
・

東
大
阪
」
の
創
造
へ
の
新
た
な

ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
本
市
発
足

ペ
ー
ジ

以
来
の
歴
史
の
一
頁
を
飾
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

東
大
阪
市
と
い
う
船
が
�
輝

け
る
未
来
と
い
う
ま
ち
�
へ
辿

り
着
く
た
め
に
は
私
自
身
、
奥

歯
を
か
み
し
め
、
全
身
全
霊
を

か
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
議
会
、
職
員
そ
し
て
市
民

の
み
な
さ
ま
の
英
知
を
こ
こ
に

結
集
し
、
こ
の
時
代
を
乗
り
切

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、「
都
市
規
模

に
ふ
さ
わ
し
い
権
限
の
保
有
と

活
用
」「
政
策
形
成
能
力
に
優
れ

た
職
員
集
団
の
形
成
」「
行
財
政

基
盤
の
確
立
」
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
よ
り
多
く
の
権
限
を
有

し
、
政
策
形
成
能
力
を
高
め
、

安
定
し
た
行
財
政
基
盤
を
確
立

し
た
自
治
体
ほ
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
施
策
を
相
次
い
で
打

ち
出
す
こ
と
が
で
き
、
企
業
が

立
地
し
住
民
が
移
り
住
ん
で
来

る
と
い
う
有
利
な
位
置
を
占
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
核
市

へ
の
移
行
を
私
が
決
断
し
た
大

き
な
要
素
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
三
つ
の
目
標
に
つ
い
て

申
し
述
べ
ま
す
。

中
核
市
へ
の
移
行
は
最
終
目

的
で
は
な
く
、
本
市
が
よ
り
活

力
あ
ふ
れ
る
都
市
と
し
て
発
展

す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
で
す
。

移
譲
さ
れ
た
権
限
を
ま
ち
づ

く
り
の
ツ
ー
ル
（
道
具
）
と
し

て
縦
横
に
使
い
こ
な
し
て
こ
そ

初
め
て
中
核
市
と
し
て
の
メ
リ

ッ
ト
も
生
ま
れ
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
向
上
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
核
市
へ
移
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
治
体
の
権

限
、
責
任
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
政
策
選
択
の
機
会
が

増
大
し
ま
す
。
そ
こ
で
改
め
て

問
わ
れ
る
の
が
自
治
体
の
政
策

形
成
能
力
の
向
上
、
す
な
わ
ち

政
策
形
成
能
力
に
優
れ
た
職
員

集
団
の
形
成
で
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
職
員
は

庁
舎
に
閉
じ
こ
も
る
の
で
は
な

く
、
情
熱
と
誇
り
を
も
っ
て
、

外
へ
、
地
域
へ
、
市
民
の
中
へ

と
飛
び
込
ん
で
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
情
熱
を
持
っ
て
新
し
い
時
代

に
対
応
で
き
る
職
員
」「
市
民
と

と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
で

き
る
職
員
」「
高
い
倫
理
意
識
を

持
ち
、市
民
の
目
線
で
行
動
し
、

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
」

「
目
的
と
目
標
を
明
確
に
し
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

職
員
」
こ
の
四
つ
の
職
員
像
の

実
現
に
努
め
ま
す
。

行
財
政
基
盤
の
確
立
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
１７
年
度
を
初

年
度
と
す
る
第
二
次
実
施
計
画

し
ん
ち
ょ
く

の
着
実
な
進
捗
を
図
る
た
め
に

も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率
的

な
行
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と

も
に
、
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
抜

本
的
に
変
革
す
る
経
営
的
発
想

と
情
熱
、
そ
し
て
全
職
員
の
汗

と
英
知
を
結
集
し
た
行
財
政
改

革
を
「
行
財
政
行
動
計
画
」
に

沿
っ
て
加
速
度
的
に
進
め
ま
す
。

私
は
市
政
運
営
の
柱
を
「
市

民
に
開
か
れ
た
、
風
通
し
の
良

い
市
政
」「
暮
ら
し
や
す
く
、
活

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
市

民
を
守
る
、
安
心
・
安
全
の
都

市
づ
く
り
」
と
し
、
こ
れ
ら
を

実
現
す
る
た
め
に
重
点
的
に
取

り
組
む
施
策
を
「
豊
か
な
人
間

は
ぐ
く

性
を
育
む
教
育
施
策
の
充
実
」

「
東
大
阪
市
経
済
の
再
生
」「
環

境
保
全
へ
の
地
域
か
ら
の
取
り

組
み
」
と
し
て
き
ま
し
た
。
平

成
１５
年
度
は
助
走
、
平
成
１６
年

度
は
飛
躍
、
そ
し
て
今
年
度
は

仕
上
げ
の
年
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
確
固
た
る
信
念
を

も
っ
て
英
知
を
結
集
し
、
職
員

と
一
丸
と
な
っ
て
、
全
力
を
尽

く
し
て
引
き
続
き
三
つ
の
柱
と

三
つ
の
重
点
施
策
を
推
進
し
、

仕
上
げ
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
成

果
を
め
ざ
し
ま
す
。

※
「
三
つ
の
柱
」「
三
つ
の
重

点
施
策
」
な
ど
、
く
わ
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◇
問
合
先

政
策
推
進
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
０
１
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
６

第１回定例会で市政運営方針を表明する松見市長

中
核
市
移
行
記
念
式
典
を
開
催

４
月
１
日
、「
中
核
市
・
東
大
阪
」
が
誕
生
し
ま
す
。
こ
れ
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

祝
う
た
め
に
、
４
月
１
日
�
の
午
後
２
時
３０
分
か
ら
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
「
中
核

市
移
行
記
念
式
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
式
典
の
内
容
は
東
大
阪
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
て
午
後
２
時
３０
分
か
ら
３
時
３０
分
ま

で
生
中
継
さ
れ
ま
す
。

◇
式
典
内
容

大
阪
府
知
事
と
の
事
務
引
継
式
、
中
核
市
宣
言
な
ど

◇
問
合
先

中
核
市
推
進
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
０
６
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
２
６

市
民
の
み
な
さ
ん
に
快
適

な
生
活
を
提
供
す
る
た
め
、

下
水
道
整
備
に
努
め
て
い
ま

す
。
３
月
３１
日
か
ら
、
次
の

地
域
で
水
洗
化
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

【
水
洗
化
で
き
る
地
域
】

善
根
寺
町
一
〜
六
丁
目
、日

下
町
二
〜
六
丁
目
、池
之
端

町
、布
市
町
一
〜
三
丁
目
、元

町
一
丁
目
、中
石
切
町
一
〜
六

丁
目
、西
石
切
町
一
・
二
・
四

・
五
・
七
丁
目
、北
石
切
町
、

東
石
切
町
二
〜
六
丁
目
、上
石

切
町
一
・
二
丁
目
、弥
生
町
、

宝
町
、新
町
、東
山
町
、額
田

町
、南
荘
町
、立
花
町
、箱
殿

町
、豊
浦
町
、東
豊
浦
町
、鳥
居

町
、出
雲
井
本
町
、出
雲
井
町
、

旭
町
、喜
里
川
町
、河
内
町
、御

幸
町
、瓢
�
山
町
、四
条
町
、南

四
条
町
、若
草
町
、六
万
寺
町

三
丁
目
、下
六
万
寺
町
一
・
二

丁
目
、横
小
路
町
五
丁
目
、池

島
町
二
〜
四
丁
目
、玉
串
元
町

二
丁
目
、若
江
西
新
町
五
丁
目

以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部

【
工
事
は
指
定
工
事
業
者
で
】

便
所
な
ど
の
改
造
工
事
に

つ
い
て
は
、
必
ず
市
の
指
定

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

市
の
助
成
と
貸
付
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
水
洗
便
所
に
で
き

る
区
域
は
、
三
年
以
内
に
水

洗
便
所
に
す
る
よ
う
法
律
で

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
】

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区

域
で
は
、
下
水
道
を
使
用
す

る
み
な
さ
ん
に
、
上
水
道
の

使
用
水
量
に
応
じ
て
下
水
道

使
用
料
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
市
で
は
、
こ
う
し

た
実
態
調
査
の
た
め
に
、
各

家
庭
や
事
業
所
な
ど
を
訪
問

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、下
水
道
使
用
料
は
、

上
水
道
料
金
と
合
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
先

▽
水
洗
便
所

の
改
造
�
下
水
道
部
水
洗
化

促
進
セ
ン
タ
ー

０
６（
４
３

０
９
）
３
２
４
９
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
８

▽
貸
付
・
助
成
金
、
下
水
道

使
用
料
�
下
水
道
部
業
務
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２
５
１
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

２
７

市
税
を
第
一
期
の
納
期
内

に
二
〜
四
期
分
を
あ
わ
せ
て

納
付
す
る
と
、前
納
報
奨
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
が
、４
月
１

日
か
ら
報
奨
金
制
度
を
次
の

よ
う
に
改
正
し
ま
す
。

本
市
は
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
り
、
今
後
も
人
件
費
の

抑
制
や
事
業
の
見
直
し
な
ど

の
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
前
納
報
奨
金
交
付
率

一
納
期
税
額
が
五
万
円
以
下

の
部
分
は
百
分
の
〇
・
五（
百

分
の
一
）、五
万
円
を
超
え
二

十
五
万
円
以
下
の
部
分
は
百

分
の
〇
・
二
五（
百
分
の
〇
・

五
）
に
、
前
納
月
数
を
乗
じ

て
得
た
額
の
十
円
未
満
切
捨

て
（
百
円
未
満
切
捨
）

※
二
十
五
万
円
を
超
え
る

部
分
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

☆
（

）
内
は
改
正
前

※
前
納
月
数
は
、
固
定
資

産
税
は
十
五
か
月
、
市
・
府

民
税
は
十
か
月
で
す
。

☆
交
付
限
度
額
は
固
定
資

産
税
が
一
万
千
二
百
五
十
円
、

市
・
府
民
税
は
七
千
五
百
円

※
前
納
報
奨
金
額
は
、
納

つ
づ

税
通
知
書
綴
り
の
全
期
用
納

付
書
に
表
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
年
税
額
か
ら
差
し
引
い

て
金
融
機
関
や
郵
便
局
で
納

付
で
き
ま
す
。

◇
問
合
先

納
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
４
７

〜
５
３
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
０
８

平
成
１７
年
度

市
政
運
営
方
針

水
洗
便
所
に
で
き
る

区
域
が
広
が
り
ま
し
た

の創造へ

夢夢とと活活力力ああふふれれるる元元気気都都市市

輝
け
る
未
来
へ

英
知
を
結
集

―
三
つ
の
柱
と
三
つ
の
重
点
施
策
を
推
進
―

変更します

市 税 の 前 納

報 奨 金 制 度

（２）第８３３号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１７年４月１日
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地区健康相談

【東保健センター】
◇とき・ところ �４月４日��東保

健センター �１３日��ゆうゆうプラザ
（日下） �２７日��縄手南公民分館
☆いずれも午前１０時～１１時

【中保健センター】
◇とき ４月２１日� 午前９時３０分～

１０時３０分
◇ところ 中保健センター
◇ ◇

◇対象・内容 �乳幼児�身体計測、
育児・栄養相談など �老成人�健康相
談、血圧測定、検尿など
◇問合先 東・中保健センター

高脂血症学習会

４月下旬から１２月まで８回行います（日
時は個別に相談のうえ決定）。
◇内容 医師・栄養士・運動指導員の

講話と保健師の個別相談
◇対象・定員 総コレステロール値が

２３０～２８０�／dl で、治療を受けていない
６５歳以下の方・４０人（申込先着順）
◇申込開始日 ４月５日�
◇ところ・申込・問合先 西保健セン

ター

糖尿病教室

◇とき ４月２１日�、２８日� 午後１
時～４時（計２日間）
◇内容 医師による講演「糖尿病につ

いて」、栄養士による食事指導など
☆筆記用具、健康手帳を持参
◇ところ・申込・問合先 中保健セン

ター

肺がん・結核エックス線検診

◇とき ４月１８日� 午前９時３０分～
１０時３０分
◇対象 �結核検診�市内在住の１５歳

以上の方 �肺がん検診�市内在住の４０
歳以上の方
◇ところ・予約・問合先 西保健セン

ター

パワーアップ� 若返り教室

仲間と交流しながら適度な運動を行い、
転ばない身体をつくりましょう。
◇とき ５月～来年３月の毎週第２金

曜日午前１０時～１１時３０分（８月を除く、
計１０日間）
◇ところ ゆうゆうプラザ（日下）
◇対象・定員 足腰に弱りを感じてい

るが、自力で来所できるおおむね６５歳以
上の方・２５人（初めての方を優先）
◇申込・問合先 東保健センター

４月１日から医療給付制度が変更
小児慢性特定疾患

対象疾患の拡大と一部見直し、入・通
院対象の拡大、一部自己負担が導入され
ます。また、申請方法が変更され、保健
センター窓口への必要書類の提出が必要
になります。なお、従来の制度による承
認を受けている方は、その期間中に限り
従来の制度が適応され、平成１７年度中の
更新時から新たな制度が適応されます。
◇問合先 健康づくり課 ０７２９（６０）

３８０２、�０７２９（６０）３８０９、東・中・西保
健センター

気管支ぜん息児童のための
水泳教室

医師などが毎回付き添います。
◇とき・ところ・対象 �第Ⅰ期＝５

月１３日～７月１日の毎週金曜日 午後３
時～５時�NSIスイミングスクール花園
・平成９年４月２日～平成１３年４月１日
までに生まれた気管支ぜん息児童 �第
Ⅱ期＝５月１４日～７月２日の毎週土曜日
午後２時～４時�東大阪アリーナ・平

成５年４月２日～平成９年４月１日まで
に生まれた気管支ぜん息児童
◇定員 各５０人（抽選）
※保護者が同伴してください。
☆アリーナはロッカー代（１００円）が必要
◇申込期間 ４月１日�～７日�
◇申込・問合先 東・中・西保健セン

ター、健康づくり課 ０７２９（６０）３８０２、
�０７２９（６０）３８０９

高血圧のための個別健康教室

尿検査、血圧測定などをして、生活の改
善点を考えます。４月下旬から１１月まで６
回行います（日時は相談のうえ決定）。
◇対象・定員 血圧が１４０／９０～１６０／

１００	Hgで、治療を受けていない６５歳以
下の方・１０人（申込先着順）
◇申込開始日 ４月５日�
◇ところ・申込・問合先 西保健セン

ター

糖尿病食事学習会

◇とき ５月１２日� 午前１０時３０分～
午後２時
◇内容 講演「糖尿病の食事療法につ

いて」 東大阪地域活動栄養士会、経験
交流
◇対象・定員 糖尿病患者とその家族

・２０人（申込先着順）
◇費用 ７００円
☆エプロン、手ふき、筆記用具を持参
◇ところ・申込・問合先 中保健センター

運動が苦手な方のための
トランポビクス教室

生活習慣の改善を目的に、４月下旬と
毎回の個別面接、グループワーク、血液
検査を行います（計６日間）。
◇とき ５月１７日�、３１日�、６月７

日�、２１日�、７月６日� 午後１時３０
分～３時３０分
◇対象 ６５歳以下で次のいずれかにあ
てはまるが、現在治療していない方 �
血圧が１４０／９０～１６０／１００	Hg �総コ
レステロール値が２３０～２８０�／dl �空腹
時血糖値が１１０～１３９�／dl
◇定員 ２５人（申込先着順）
◇ところ・申込・問合先 東保健センター

プレパパ・ママ教室

もうすぐパパ・ママになる方を対象に
行います。
【東保健センター】
◇とき ４月１４日�、２８日�、５月１１日

�、２８日
 午後１時３０分～（計４日間）
◇内容 マタニティライフを楽しみ、

パパも一緒に子育てを楽しむためのエッ
センス～赤ちゃんのお風呂の入れ方、ク
ッキング、先輩パパ・ママや赤ちゃんと
の交流、講話など
【中保健センター】
◇とき ４月２０日� 午後１時３０分～
◇内容 実演と実習「赤ちゃんのお風

呂の入れ方」「オムツの替え方」など
◇対象・定員 妊婦とパートナー・１０

組（申込先着順）
◇ ◇

◇ところ・申込・問合先 東・中保健
センター

愛の献血

◇とき・ところ �４月４日��福山
通運�東大阪支店 �７日��スーパー
万代御厨店 �８日��布施駅北側バス
ロータリー �１９日��近商ストア東花
園店 �２０日��森河内公民分館 �２１
日��枚岡病院（午後１時３０分～）、瓢�
山中央商店街ジャスコ前駐車場 �２２日
��瓢�山駅南側 �２８日��小阪駅前
※時間の記入のないものはいずれも午

前１０時～で、昼の休憩時間および終了時
間は場所によって異なります。
※献血時には保険証や運転免許証の提

示により、本人確認を行います。
◇問合先 地域健康企画課 ０７２９（６０）

３８０１、�０７２９（６０）３８０６

食品衛生監視指導計画を策定

効果的、効率的な監視指導を通じて、
市民の健康保護を推進するために「食品
衛生監視指導計画案」に対する意見を募
集していましたが、貴重な意見をいただ
き、それを参考に本年度の計画を策定し
ました。
なお、４月１日から「平成１７年度食品

衛生監視指導計画および案に対する意見
募集結果」を食品衛生課の窓口で配布し
ます（市の保健所ホームページからのダ
ウンロードも可）。
◇問合先 食品衛生課 ０７２９（６０）３８０３、
�０７２９（６０）３８０７

と
こ
ろ

行
事

東
保
健
セ
ン
タ
ー

中
保
健
セ
ン
タ
ー

西
保
健
セ
ン
タ
ー

一
般
健
康
相
談
（
有
料
）

梅
毒
・
エ
イ
ズ
検
査
（
一
部

有
料
）

Ｃ
型
肝
炎
抗
体
検
査（
有
料
）

風
疹
抗
体
検
査
（
有
料
）

１
、
１５
日

９
・
３０
〜
１１
・
００

１３
、
２７
日

９
・
３０
〜
１１
・
００

１１
、
２５
日

９
・
３０
〜
１１
・
００

精
神
保
健
相
談
（
予
約
制
）

∧
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
・
認

知
症
の
相
談
を
含
む
∨

第
二
・
四
月
曜
日

第
一
・
三
水
、
木
曜
日

１４
・
００
〜
１６
・
００

水
曜
日

第
二
・
四
金
曜
日

１４
・
００
〜
１６
・
００

火
曜
日

第
二
・
四
水
曜
日

１４
・
００
〜
１６
・
００

結
核
相
談

１
、
１５
日

９
・
１５
〜
１０
・
００

７
、
２１
日

１４
・
００
〜
１５
・
３０

４
、
１８
日

１３
・
３０
〜
１４
・
３０

骨
密
度
測
定
（
予
約
制
で
、

対
象
は
２０
歳
以
上
）

７
日

９
・
１５
〜
１０
・
００

７
日

９
・
２０
〜
１０
・
１０

電
話
健
康
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日

９
・
００
〜
１７
・
００
（
昼
休
み
を
除
く
）

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ク
ラ
ス

１４
、
２８
日
１３
・
３０
〜
１４
・
３０

８
、
２２
日

１３
・
３０
〜
１５
・
３０

４
か
月
児
健
康
診
査

�
１６
年
１２
月
生
ま
れ



１２
日
�
１２
月
１
日
〜
１５
日



２６
日
�
１２
月
１６
日
〜
３１
日



１３
・
１０
〜
１４
・
２０

５
日
�
１２
月
１
日
〜
１０
日



１２
日
�
１２
月
１１
日
〜
２０
日



２６
日
�
１２
月
２１
日
〜
３１
日



９
・
１０
開
始

１９
日
�
１２
月
１
日
〜
３１
日



９
・
３０
開
始
（
北
部
）

１３
日
�
１２
月
１
日
〜
１０
日



２０
日
�
１２
月
１１
日
〜
２０
日



２７
日
�
１２
月
２１
日
〜
３１
日



１２
・
５０
〜
１４
・
１０

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

�
１５
年
９
月
生
ま
れ



（
幼
児
用
歯
ブ
ラ
シ
持
参
）

２０
日
�
９
月
１
日
〜
１５
日



２７
日
�
９
月
１６
日
〜
３０
日



１３
・
１０
〜
１４
・
２０

８
日
�
９
月
１
日
〜
１５
日



２２
日
�
９
月
１６
日
〜
３０
日



１３
・
００
開
始

１３
日�
８
月
１
日
〜
９
月
３０
日



１３
・
３０
開
始
（
北
部
）

５
日
�
９
月
１
日
〜
１５
日



１９
日
�
９
月
１６
日
〜
３０
日



１３
・
１５
〜
１４
・
１５

３
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

�
１３
年
１０
月
生
ま
れ



８
日
�
１０
月
１
日
〜
１５
日



２２
日
�
１０
月
１６
日
〜
３１
日



１３
・
３０
〜
１４
・
２０

６
日
�
１０
月
１
日
〜
１５
日



１５
日
�
１０
月
１６
日
〜
３１
日



１３
・
００
開
始

（
北
部
は
来
月
）

１２
日
�
１０
月
１
日
〜
１５
日



２６
日
�
１０
月
１６
日
〜
３１
日



１３
・
１５
〜
１４
・
１５

２４
か
月
児
む
し
歯
予
測
検
査

�
１５
年
４
月
生
ま
れ

（
予
約
制
）

１８
日

１３
・
００
〜
１４
・
００

２６
日

１３
・
００
〜
１４
・
１５

６
日

１３
・
００
〜
１４
・
００

離
乳
食
講
習
会

２０
日

１３
・
３０
開
始

乳
幼
児
健
康
相
談

４
日

１０
・
００
〜
１１
・
００

２１
日

９
・
３０
〜
１０
・
３０

１
日

９
・
３０
〜
１０
・
３０

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

�
３
か
月
〜
６
か
月
未
満
児



１２
、２６
日

１０
・
００
〜
１１
・
００

５
、１２
、２６
日

１９
日（
北
部
）９

・
３０
〜
１０
・
００

１３
、２０
、２７
日

１３
・
３０
〜
１４
・
３０

▼
太
字
は
有
料
で
す（
検
査
内
容
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

▼
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
の
引
取
り
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。く
わ
し
く
は
犬
管
理
事
務
所
（
０
７

２
９
（
６３
）
６
２
１
１
）
ま
で
。
▼
一
般
健
康
相
談
を
事
業
所
な
ど
の
団
体
で
う
け
ら
れ
る
と
き
は
、
ま
え
も
っ
て

連
絡
く
だ
さ
い
。
▼
（
北
部
）
は
、
盾
津
鴻
池
公
民
分
館
分
室
で
す
。
▼
車
で
の
来
所
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

検
査
の
種
類

費

用

受
付
日
・
時
間

受
付
場
所

検
便
検
査（
赤
痢
菌
・
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
・
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
）

二
千
二
百
四
十
円

５
、
１９
日

９・３０から
１１・００まで
環境衛生検査
セ ン タ ー
０６（６７８８）４４８３
�０６（６７８８）２０６４

寄
生
虫
卵
検
査（
寄
生
虫
卵
検
査
、
ぎ
ょ
う
虫
卵
検
査
）

各
四
百
五
十
六
円

５
、
１９
日

水
道
法
に
も
と
づ
く

飲
用
水
水
質
検
査

���
予
約
制
０
６（
６
７
８
７
）５
０
０
４

�
０
６
（
６
７
８
７
）
７
４
０
４

���

検
査
項
目
、
費
用
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１２
日

西西��００６６（（６６７７８８８８））００００８８５５
��００６６（（６６７７８８８８））２２９９１１６６

・・車車ででのの来来場場ははごご遠遠慮慮くくだだささいい

中中��００７７２２９９（（６６５５））６６４４１１１１
��００７７２２９９（（６６６６））６６５５２２７７

東東��００７７２２９９（（８８２２））２２６６００３３
��００７７２２９９（（８８６６））２２１１３３５５

平成１７年４月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８３３号（３）
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魅 

力 

あ 

ふ 

れ 

る 

新 

た 

な 

ま 

ち 

づ 

く 

り 

へ 

環
境
企
画
課
（
７
階
）

循
環
社
会
推
進
課
（
７
階
）

環
境
事
業
課
（
７
階
）

東
・
中
・
西
・
北
部
環
境
事
業
所

美
化
推
進
課
（
岩
田
町
六
）

環
境
整
備
課
（
７
階
）

公
害
対
策
課
（
７
階
）

産
業
廃
棄
物
対
策
課
（
７
階
）

建
設
企
画
総
務
室
（
１４
階
）

検
査
室
（
１３
階
）

土
木
工
営
所
（
稲
葉
一
）

都
市
整
備
庶
務
課
（
１４
階
）

都
市
づ
く
り
課
（
１４
階
）

都
市
開
発
室
（
１４
階
）

連
続
立
体
交
差
推
進
室
（
１４
階
）

街
路
整
備
室
（
１４
階
）

土
木
環
境
課
（
１６
階
）

道
路
管
理
課
（
１６
階
）

道
路
整
備
課
（
１６
階
）

交
通
対
策
室
（
１６
階
）

公
園
緑
化
室
（
１６
階
）

み
ど
り
対
策
課
（
１６
階
）

公
園
管
理
課
（
１６
階
）

花
園
中
央
公
園

管
理
事
務
所
（
鷹
殿
町
）

公
園
整
備
課
（
１６
階
）

住
宅
政
策
課
（
１５
階
）

住
宅
改
良
室
（
１５
階
）

建
築
営
繕
室
（
１５
階
）

建
築
指
導
室
（
１５
階
）

建
築
審
査
課
（
１５
階
）

開
発
指
導
課
（
１５
階
）

指
導
監
察
課
（
１５
階
）

経
営
企
画
室
（
水
道
庁
舎
）

総
務
課
（
水
道
庁
舎
）

理
財
課
（
水
道
庁
舎
）

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
室（
水
道
庁
舎
）

施
設
整
備
課
（
水
道
庁
舎
）

維
持
給
水
課
（
水
道
庁
舎
）

配
水
管
理
セ
ン
タ
ー（
水
道
庁
舎
）

下
水
道
総
務
課
（
１３
階
）

計
画
課
（
１３
階
）

事
業
調
整
課
（
１３
階
）

水
洗
化
促
進
セ
ン
タ
ー（
１３
階
）

業
務
課
（
１３
階
）

下
水
道
管
理
課
（
１３
階
）

施
設
課
（
１３
階
）

建
設
室
（
１４
階
）

河
川
課
（
１３
階
）

事
務
局

教
育
企
画
室
（
１７
階
）

（
教
育
監
）

学
校
教
育
推
進
室
（
１７
階
）

教
育
セ
ン
タ
ー
（
荒
川
三
）

総
務
課
（
１７
階
）

施
設
整
備
課
（
１７
階
）

学
事
課
（
１７
階
）

教
職
員
課
（
１７
階
）

学
校
給
食
課
（
１７
階
）

社
会
教
育
課
（
１６
階
）

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
室
（
１６
階
）

文
化
財
課
（
１６
階
）

図
書
館
総
務
室
（
吉
田
四
）

花
園
・
永
和
・
旭
町
図
書
館

長
瀬
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
長
瀬
町
三
）

荒
本
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
荒
本
一
九
一
）

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー（
長
堂
一
）

青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー（
高
井
田
元
町
一
）

人
権
教
育
室
（
１７
階
）

※
赤
色
が
新
設
し
た
も
の
で
す
。

※
係
な
ど
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

※
議
会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監

査
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
農
業
委
員
会
、

出
納
室
、
総
合
病
院
、
消
防
局
は
従
前
ど
お

り
で
す
。

環境部建
設
局

都市整備部土木部建築部上
下
水
道
局

水道総務部水道施設部下水道部教
育
委
員
会

教育総務部学校管理部社会教育部

（
危
機
管
理
監
）

危
機
管
理
室
（
９
階
）

秘
書
室
（
１０
階
）

政
策
推
進
室
（
１０
階
）

中
核
市
推
進
課
（
１０
階
）

行
財
政
改
革
室
（
１０
階
）

広
報
広
聴
室

広
報
課
（
９
階
）

市
政
情
報
相
談
課
（
１
階
）

法
務
文
書
課
（
９
階
）

職
員
課
（
９
階
）

人
材
育
成
室
（
９
階
）

人
事
課
（
９
階
）

福
利
厚
生
課
（
９
階
）

情
報
化
推
進
室
（
６
階
）

統
計
課
（
８
階
）

管
財
課
（
９
階
）

財
政
課
（
９
階
）

調
度
課
（
９
階
）

税
制
課
（
３
階
）

市
民
税
課
（
３
階
）

固
定
資
産
税
課
（
３
階
）

収
納
対
策
室
（
３
階
）

納
税
課
（
３
階
）

文
化
国
際
課
（
８
階
）

市
史
史
料
室
（
旭
町
庁
舎
）

男
女
共
同
参
画
課
（
８
階
）

人
権
室
（
８
階
）

人
権
啓
発
課
（
８
階
）

人
権
同
和
調
整
課
（
８
階
）

長
瀬
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー（
長
瀬
町
三
）

荒
本
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー（
荒
本
一
七
六
）

市
民
総
務
室
（
２
・
５
階
）

市
民
課
（
２
階
）

各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

地
域
振
興
室
（
５
階
）

ま
ち
づ
く
り
支
援
課
（
５
階
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
岩
田
町
五
）

国
民
健
康
保
険
室
（
２
階
）

管
理
課
（
２
階
）

保
険
料
課
（
２
階
）

国
民
年
金
課
（
２
階
）

医
療
助
成
課
（
２
階
）

経
済
総
務
課
（
８
階
）

モ
ノ
づ
く
り
支
援
室
（
８
階
）

商
業
課
（
８
階
）

労
働
雇
用
政
策
室
（
８
階
）

農
政
課
（
８
階
）

健
康
福
祉
局健

康
福
祉
企
画
課
（
５
階
）

法
人
指
導
課
（
５
階
）

生
活
福
祉
課
（
５
階
）

障
害
福
祉
課
（
５
階
）

長
瀬
障
害
者
セ
ン
タ
ー（
長
瀬
町
三
）

荒
本
障
害
者
セ
ン
タ
ー（
荒
本
一
七
六
）

高
齢
介
護
室
（
５
階
）

高
齢
介
護
課
（
５
階
）

介
護
保
険
料
課
（
５
階
）

介
護
認
定
給
付
課
（
５
階
）

こ
ど
も
家
庭
室
（
７
階
）

こ
ど
も
家
庭
課
（
７
階
）

子
育
て
支
援
課
（
７
階
）

保
育
課
（
７
階
）

東
・
中
・
西
福
祉
事
務
所き

ら

り

保
健
所（
若
江
岩
田
駅
前「
希
来
里
」）

地
域
健
康
企
画
課
（
希
来
里
）

食
品
衛
生
課
（
希
来
里
）

動
物
指
導
セ
ン
タ
ー（
水
走
三
）

環
境
薬
務
課
（
希
来
里
）

健
康
づ
く
り
課
（
希
来
里
）

東
・
中
・
西
保
健
セ
ン
タ
ー

環
境
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー（
西
岩
田
三
）

斎
場
管
理
課
（
５
階
）

東
診
療
所
（
南
四
条
町
一
）

経営企画部行政管理部財務部人権文化部市民生活部経済部福祉部健康部

学
校
教
育
の
推
進

▽
こ
れ
ま
で
学
校
教
育
部
に

所
属
し
て
い
た
学
校
園
の
指
導

な
ど
を
担
う
「
学
校
教
育
推
進

室
」
を
、
専
門
的
な
視
点
か
ら

学
校
教
育
を
統
括
す
る
教
育
監

の
直
轄
組
織
と
し
ま
す
。

▽
学
校
教
育
推
進
室
を
教
育

監
の
直
轄
組
織
と
す
る
こ
と
に

伴
い
、
学
校
教
育
部
を
「
学
校

管
理
部
」
に
改
称
し
ま
す
。

効
率
的
な

組
織
へ
の
整
備

▽
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
名

称
お
よ
び
事
務
配
分
に
改
め
る

た
め
、
学
事
課
の
三
係
を
就
学

・
転
出
入
・
授
業
料
な
ど
を
所

管
す
る
「
就
学
係
」
と
、
奨
学

金
・
就
学
援
助
な
ど
を
所
管
す

る
「
支
援
係
」
の
二
つ
の
係
に

再
編
し
ま
す
。

▽
学
校
園
施
設
に
係
る
学
習

環
境
整
備
の
企
画
・
計
画
機
能

を
強
化
す
る
た
め
、
教
育
総
務

部
の
施
設
課
を「
施
設
整
備
課
」

に
改
称
し
、
効
率
的
な
学
習
環

境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

中
核
市
移
行
に

伴
う
見
直
し

▽
小
・
中
学
校
の
教
職
員
の

研
修
業
務
が
大
阪
府
か
ら
本
市

に
移
管
さ
れ
る
た
め
、
教
育
研

究
所
を
「
教
育
セ
ン
タ
ー
」
に

改
称
し
、
総
合
的
な
研
修
を
行

い
ま
す
。

学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
の
連
携

▽
学
校
、
家
庭
お
よ
び
地
域

社
会
の
連
携
に
よ
り
、
本
市
の

特
色
あ
る
子
ど
も
の
育
成
施
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
教
育
関
係
団

体
を
所
管
す
る
青
少
年
教
育
課

と
市
民
体
育
課
を
統
合
し
て「
青

少
年
ス
ポ
ー
ツ
室
」
を
設
置
し

ま
す
。

▽
地
域
と
学
校
と
の
連
携
に

よ
り
子
ど
も
の
育
成
を
図
る
学

社
連
携
事
業
を
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
室
に
移
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
教
育
室
を「
社
会
教
育
課
」

と
し
ま
す
。

◇
問
合
先

教
育
企
画

室

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
６
４
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
３
７

４月１日�に中核市に移行するこ
とにより、大阪府などから事務が移
譲されます。
新たに行うおもな事務と担当課は
次のとおりです。

４
月
１
日
か
ら
中
核
市
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
本
市
で
は
、
大
阪

府
か
ら
移
譲
さ
れ
た
事
務
に
対
応

い

し
、
権
限
を
最
大
限
に
活
か
せ
る

組
織
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
と
の
協
働
を
見
据
え
た
柔
軟

で
機
能
的
な
組
織
と
す
る
た
め
に
、

組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。

効
率
的
な

行
政
運
営
の
推
進

中中
核核
市市
にに
対対
応応
しし
たた
行行
政政
経経

営営
をを
展展
開開
すす
るる
たた
めめ
、、
市市
長長
公公

室室
、、
企企
画画
部部
、、
人人
事事
部部
、、
総総
務務

部部
、、
税税
務務
部部
のの
五五
部部
のの
再再
編編
整整

備備
をを
行行
いい
「「
危危
機機
管管
理理
室室
」」「「
秘秘

書書
室室
」」「「
経経
営営
企企
画画
部部
」」「「
行行
政政

管管
理理
部部
」」「「
財財
務務
部部
」」とと
しし
まま
すす
。。

▽▽
市市
長長
公公
室室
とと
企企
画画
部部
おお
よよ

びび
総総
務務
部部
のの
組組
織織
のの
一一
部部
をを
統統

合合
しし「「
経経
営営
企企
画画
部部
」」とと
しし
まま
すす
。。

▽▽
市市
長長
公公
室室
総総
合合
行行
政政
室室
とと

企企
画画
部部
企企
画画
室室
をを
統統
合合
しし
てて
経経

営営
企企
画画
部部
「「
政政
策策
推推
進進
室室
」」
とと

しし
まま
すす
。。

▽▽
市市
民民
へへ
のの
情情
報報
提提
供供
おお
よよ

びび
市市
民民
かか
らら
のの
情情
報報
収収
集集
とと
情情

報報
公公
開開
をを
推推
進進
すす
るる
たた
めめ
、、
広広

報報
広広
聴聴
室室
にに「「
広広
報報
課課
」」とと「「
市市
政政

情情
報報
相相
談談
課課
」」をを
設設
置置
しし
まま
すす
。。

▽▽
人人
事事
部部
とと
総総
務務
部部
おお
よよ
びび

企企
画画
部部
のの
一一
部部
のの
組組
織織
をを
統統
合合

しし「「
行行
政政
管管
理理
部部
」」とと
しし
まま
すす
。。

▽▽
総総
務務
部部
総総
務務
課課
をを
行行
政政
管管

理理
部部
「「
法法
務務
文文
書書
課課
」」
とと
名名
称称

変変
更更
しし
まま
すす
。。

▽▽
総総
務務
部部
のの
一一
部部
とと
税税
務務
部部

をを
統統
合合
しし「「
財財
務務
部部
」」とと
しし
まま
すす
。。

▽▽
財財
務務
部部
のの
総総
務務
担担
当当
課課
とと

しし
てて
、、
管管
理理
課課
とと
管管
財財
課課
をを
統統

合合
しし
「「
管管
財財
課課
」」
とと
しし
まま
すす
。。

▽▽
諸諸
税税
課課
とと
税税
制制
課課
をを
統統
合合

しし
、、
財財
務務
部部
「「
税税
制制
課課
」」
とと
しし

「「
税税
制制
係係
」」、、
法法
人人
市市
民民
税税
係係
、、

軽軽
自自
動動
車車
税税
係係
をを
設設
置置
しし
まま
すす
。。

安
心
と
安
全
の

ま
ち
を
推
進

▽▽
市市
民民
のの
安安
全全
とと
安安
心心
をを
守守

るる
たた
めめ
、、
市市
長長
直直
轄轄
のの
組組
織織
とと

しし
てて
「「
危危
機機
管管
理理
室室
」」
をを
設設
置置

しし
、、
危危
機機
管管
理理
体体
制制
のの
充充
実実
をを

図図
るる
とと
とと
もも
にに
、、
迅迅
速速
かか
つつ
的的

確確
にに
状状
況況
をを
掌掌
握握
しし
てて
指指
示示
をを

出出
すす
なな
どど
、、
危危
機機
管管
理理
業業
務務
をを

統統
括括
すす
るる
「「
危危
機機
管管
理理
監監
」」
をを

置置
きき
まま
すす
。。

市
民
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

▽▽
市市
民民
とと
協協
働働
のの
まま
ちち
づづ
くく

りり
にに
向向
けけ
たた
施施
策策
のの
企企
画画
、、
調調

整整
、、
推推
進進
をを
図図
るる
とと
とと
もも
にに
、、

市市
民民
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり
活活
動動
のの
支支

援援
をを
行行
うう
たた
めめ
、、
市市
民民
生生
活活
部部

にに
「「
まま
ちち
づづ
くく
りり
支支
援援
課課
」」
をを

設設
置置
しし
まま
すす
。。

モ
ノ
づ
く
り
の

ま
ち
を
推
進

▽▽
モモ
ノノ
づづ
くく
りり
のの
まま
ちち
をを
推推

進進
すす
るる
たた
めめ
、、
経経
済済
部部
経経
済済
企企

画画
課課
とと
工工
業業
課課
をを
統統
合合
しし
「「
モモ

ノノ
づづ
くく
りり
支支
援援
室室
」」とと
しし
まま
すす
。。

健
康
と
市
民
福
祉
の

ま
ち
を
推
進

子子
どど
もも
かか
らら
高高
齢齢
者者
まま
でで
のの

保保
健健
、、
福福
祉祉
のの
連連
携携
をを
図図
るる
たた

めめ
健健
康康
福福
祉祉
部部
とと
児児
童童
部部
をを
統統

合合
しし
「「
健健
康康
福福
祉祉
局局
」」
とと
しし
「「
福福

祉祉
部部
」」
とと
「「
健健
康康
部部
」」
をを
設設
置置

しし
まま
すす
。。

▽▽
高高
齢齢
者者
福福
祉祉
課課
とと
介介
護護
保保

険険
室室
をを
統統
合合
しし「「
高高
齢齢
介介
護護
室室
」」

とと
しし「「
高高
齢齢
介介
護護
課課
」」、、
介介
護護
保保

険険
料料
課課
、、「「
介介
護護
認認
定定
給給
付付
課課
」」

をを
設設
置置
しし
まま
すす
。。

▽▽
健健
康康
福福
祉祉
局局
福福
祉祉
部部
にに「「
ここ

どど
もも
家家
庭庭
室室
」」
をを
設設
置置
しし
「「
ここ

どど
もも
家家
庭庭
課課
」」「「
子子
育育
てて
支支
援援
課課
」」

「「
保保
育育
課課
」」
をを
設設
置置
しし
まま
すす
。。

▽▽
福福
祉祉
事事
務務
所所
のの
児児
童童
係係
をを

「「
子子
育育
てて
支支
援援
係係
」」
にに
名名
称称
変変

更更
しし
まま
すす
。。

▽▽
地地
域域
医医
療療
とと
健健
康康
づづ
くく
りり

施施
策策
をを
総総
合合
的的
にに
推推
進進
すす
るる
たた

めめ
、、
地地
域域
医医
療療
課課
とと
保保
健健
所所
総総

務務
課課
をを
統統
合合
しし
「「
地地
域域
健健
康康
企企

画画
課課
」」
とと
しし
まま
すす
。。

▽▽
保保
健健
所所
総総
務務
課課
検検
査査
室室
をを

「「
環環
境境
衛衛
生生
検検
査査
セセ
ンン
タタ
ーー
」」

にに
改改
称称
しし
まま
すす
。。

▽▽
健健
康康
福福
祉祉
部部
施施
設設
管管
理理
課課

をを
健健
康康
福福
祉祉
局局
健健
康康
部部
「「
斎斎
場場

管管
理理
課課
」」とと
名名
称称
変変
更更
しし
まま
すす
。。

中
核
市
移
行
に

伴
う
見
直
し

▽▽
経経
営営
企企
画画
部部
にに
「「
中中
核核
市市

推推
進進
課課
」」をを
設設
置置
しし
、、中中
核核
市市
移移

行行
後後
のの
施施
策策
展展
開開
をを
行行
いい
まま
すす
。。

▽▽
健健
康康
福福
祉祉
局局
福福
祉祉
部部
にに「「
法法

人人
指指
導導
課課
」」
をを
設設
置置
しし
、、
社社
会会

福福
祉祉
法法
人人
のの
設設
立立
認認
可可
、、
指指
導導

監監
督督
なな
どど
をを
行行
いい
まま
すす
。。

▽▽
健健
康康
福福
祉祉
部部
のの
犬犬
管管
理理
事事

務務
所所
をを
健健
康康
福福
祉祉
局局
健健
康康
部部「「
動動

物物
指指
導導
セセ
ンン
タタ
ーー
」」にに
改改
称称
しし
、、

動動
物物
のの
愛愛
護護
おお
よよ
びび
管管
理理
にに
関関

すす
るる
事事
務務
をを
行行
いい
まま
すす
。。

▽▽
建建
設設
局局
土土
木木
部部
にに
「「
土土
木木

環環
境境
課課
」」
をを
設設
置置
しし
、、
屋屋
外外
広広

告告
物物
法法
にに
関関
すす
るる
除除
去去
なな
どど
のの

事事
務務
をを
行行
いい
まま
すす
。。

そ
の
ほ
か
の改

正
内
容

▽▽
人人
権権
文文
化化
部部
市市
史史
史史
料料
課課

をを「「
文文
化化
国国
際際
課課
市市
史史
史史
料料
室室
」」

とと
しし
まま
すす
。。

▽▽
市市
民民
総総
務務
室室
のの
総総
合合
庁庁
舎舎

にに
おお
けけ
るる
窓窓
口口
部部
門門
をを
「「
市市
民民

課課
」」
とと
しし
、、
戸戸
籍籍
、、
住住
民民
基基
本本

台台
帳帳
、、
印印
鑑鑑
登登
録録
、、
外外
国国
人人
登登

録録
なな
どど
のの
受受
付付
をを
行行
いい
まま
すす
。。

▽▽
経経
済済
部部
労労
政政
室室
をを
「「
労労
働働

雇雇
用用
政政
策策
室室
」」
とと
名名
称称
変変
更更
しし

まま
すす
。。

▽▽
建建
設設
局局
都都
市市
整整
備備
部部
「「
新新

都都
心心
整整
備備
室室
」」をを
廃廃
止止
しし
まま
すす
。。

▽▽
道道
路路
建建
設設
課課
とと
交交
通通
対対
策策

室室
施施
設設
係係
のの
事事
務務
をを
統統
合合
しし
、、

「「
道道
路路
整整
備備
課課
」」
とと
しし
まま
すす
。。

▽▽
花花
園園
中中
央央
公公
園園
整整
備備
課課
をを

公公
園園
課課
とと
統統
合合
しし
「「
公公
園園
管管
理理

課課
」」「「
花花
園園
中中
央央
公公
園園
管管
理理
事事
務務

所所
」」「「
公公
園園
整整
備備
課課
」」
をを
設設
置置
しし

まま
すす
。。

◇
問
合
先

行
財
政
改
革
室

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
０
５
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
２
６

上
下
水
道
の
統
合

水水
道道
局局
とと
建建
設設
局局
下下
水水
道道
部部

をを
統統
合合
しし
「「
上上
下下
水水
道道
局局
」」
をを

設設
置置
しし
まま
すす
。。
統統
合合
にに
伴伴
いい
総総

務務
部部
をを
「「
水水
道道
総総
務務
部部
」」
にに
、、

総総
務務
企企
画画
課課
をを「「
総総
務務
課課
」」にに
、、

施施
設設
部部
をを
「「
水水
道道
施施
設設
部部
」」
にに

名名
称称
変変
更更
しし
まま
すす
。。
まま
たた
、、
新新

たた
にに
「「
経経
営営
企企
画画
室室
」」
をを
設設
置置

しし
、、
経経
営営
のの
効効
率率
化化
とと
総総
合合
的的

なな
事事
業業
展展
開開
をを
めめ
ざざ
しし
まま
すす
。。

◇
問
合
先

▽
水
道
総

務
部
総
務
課

０
６（
６
７

２
４
）１
２
２
１
、�
０
６

（
６
７
２
１
）
２
３
７
４

▽
下
水
道
総
務
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
４
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

２
７

改
正
後
の
業
務
に
つ
い
て

※
公
害
健
康
被
害
補
償
業
務
、
小
児

ぜ
ん
息
等
医
療
費
助
成
業
務
は
、
保
健

所
健
康
づ
く
り
課
で
行
い
ま
す
。

※
上
水
道
の
関
係
は
水
道
庁
舎
で
、

下
水
道
の
関
係
は
市
役
所
十
三
・
十
四

階
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

電話番号

０６（４３０９）３３４０

０６（４３０９）３１８２
０６（４３０９）３１８２
東＝０７２９（８８）６６１６
中＝０７２９（６０）９２７３
西＝０６（６７８４）８９９３

０６（４３０９）３１８３

０６（４３０９）３１８５

電話番号

０７２９（６３）６２１１

０７２９（６０）３８０４
東�０７２９（８２）２６０３
中�０７２９（６５）６４１１
西�０６（６７８８）００８５
０７２９（６０）３８０２

０６（４３０９）３１８５

電話番号

０６（４３０９）３２０３～６

電話番号
０６（４３０９）３２１３

０６（４３０９）３２４２～４

０６（４３０９）３２３１～２

電話番号
０７２９（６５）６００２

変更後の市の窓口

法人指導課（５階）

生活福祉課（５階）

生活福祉課
東・中・西福祉事務所

障害福祉課（５階）

高齢介護室（５階）
※は事業の説明、決定な
どは委託先である（社福）
大阪府総合福祉協会自立
生活支援グループが行い
ます。

変更後の市の窓口

動物指導センター

保健所環境薬務課

保護者が窓口にて申請
東・中・西保健センター

問合先 健康づくり課

高齢介護室（５階）

変更後の市の窓口

公害対策課（７階）

変更後の市の窓口
都市づくり課（１４階）

開発指導課（１５階）

住宅政策課（１５階）

変更後の市の窓口
消費生活センター

変更前の府などの窓口

福祉指導室法人指導課

社会援護課

社会援護課

国民健康保険課

障害保健福祉室

地域生活支援課

（市）福祉事務所

障害保健福祉室

福祉指導室法人指導課

高齢介護室在宅課

高齢介護室施設課

変更前の府などの窓口
中河内府民センター
食の安全推進課
健康福祉部環境衛生課

医療機関（代理申請）⇒
地域保健福祉室疾病対
策課

高齢介護室施設課

変更前の府などの窓口

環境指導室事業所指導
課

変更前の府などの窓口
八尾土木事務所

審査指導課

都市整備推進課

住宅まちづくり政策課

変更前の府などの窓口
計量検定所

民生（福祉）関係
業 務 内 容 な ど

社会福祉法人の設立認可などの申請
社会福祉事業の届出（各担当課に属する事務以外のもの）
生活保護法に係る保護施設の設置などの認可

生活保護法に係る指定医療機関、指定介護機関および助産機関などの
指定の申請

更生医療指定医療機関の指定に関する事務
身体・知的障害者居宅生活支援事業の開始・変更の届出
児童居宅生活支援事業の開始・変更の届出
身体障害者・知的障害者福祉施設整備費などの補助金の申請
社会福祉法第６２条第１項に基づく施設の設置の届出
公職選挙法施行令に基づく身体障害者福祉法施行令第４条の身体障害
者に対する書面での証明交付
身体障害者福祉法第１５条指定医の指定に関する事務
支援費制度指定事業者・施設の申請
支援費制度指定事業者・施設の「変更届」「廃止・休止・再開届」の提出
民間社会福祉施設運営補助金の申請（ただし、障害者施設のみ）
民間社会福祉施設運営補助金の申請（ただし、老人福祉施設のみ）
老人居宅生活支援事業届出関係事務（ただし、老人福祉施設のみ）
老人デイサービスセンター等設置に係る届出関係事務
※高齢者就労的生きがいづくり活動支援事業
養護老人ホームまたは特別養護老人ホーム設置認可関係事務
軽費老人ホーム設置にかかる届出関係事務
軽費老人ホーム運営費補助関係事務

保健関係
業 務 内 容 な ど

飼えなくなったねこおよび所有者の判明しないねこの引き取り
負傷動物の収容
墓地、納骨堂、火葬場の経営の許可、変更・廃止の許可

小児慢性特定疾患治療研究事業

保健衛生施設等施設・設備費の国庫補助に係る協議（老健局所管分）

環境関係
業 務 内 容 な ど

大気汚染防止法に基づくばい煙施設設置等届出
ダイオキシン類対策特別措置法に基づく特定施設設置等届出
瀬戸内海環境保全特別措置法に係る特定施設許可申請

都市計画・建設関係
業 務 内 容 な ど

屋外広告物に係る許可などについて
都市計画法に基づく事務（開発許可に係る事務）
都市計画法に基づく事務（都市計画施設内における建築などの許可事務）
流通業務市街地の整備に関する法律に基づく事務（流通業務地区内
の施設建設などに係る許可）
高齢者向け優良賃貸住宅の供給の促進に関する事務

産業経済関係
業 務 内 容 な ど

計量法に関する事務および適正管理事業所の指定申請

（４）第８３３号ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成１７年４月１日（５）
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催 し 催 し 

募 集 募 集 

相 談 相 談 

その他 その他 

折り紙教室

和紙で武者人形を作ります。
◇とき ４月２５日� 午後２時～４時
◇定員 ２０人（抽選）
◇費用 ３００円
※折り紙は用意しています。
◇申込方法 往復ハガキに教室名、住

所、氏名、年齢、電話番号を書いて、４
月１２日�（必着）までに
◇ところ・申込・問合先 〒５７９・８０５４
南四条町１―７ やまなみプラザ（四条）
０７２９（８８）３１１３、�０７２９（８８）３１０７

老人大学講座「悠友塾」

高齢者のみなさんに「楽しく集い、学
び、語らい、行動する」機会と場を提供
し、健康でより豊かな生きがいのある生
活を送っていただけるよう開講します。
◇とき ５月１７日～１２月６日の毎週火

曜日 午前１０時～午後３時
☆週に２回（火・木曜日）の場合もあり
◇内容 「楽しく郷土の歴史を学ぶコ

ース」と「楽しく社会福祉を学ぶコース」
の２コース（いずれのコースも一般教養
科目は必修）
◇対象 市内在住の６０歳以上の方（昭
和２０年４月１日以前生まれ）
※悠友塾修了生は受講できません。
◇定員 各コース３０人（抽選）
◇費用 １，０００円程度
◇申込方法 所定の申込書に必要事項

を書いて、４月１日�～２０日�までに郵
送（消印有効）または直接（日曜日を除く）
◇申込書配布場所 行政サービスセン

ター、老人センター、福祉事務所、保健
センター、市役所高齢介護課、社会福祉
協議会、高齢者サービスセンター
◇ところ・申込・問合先 〒５７８・０９１２
角田２―３―８ 高齢者サービスセンター
０７２９（６２）８０１１、�０７２９（６３）２０２０

歩こう会

上本町から大阪城までの歴史街道をハ
イキングします。
◇とき ４月１０日�（雨天中止）
☆午前８時３０分にビブレ正面玄関に集
合
◇コース 近鉄「上本町駅」―大阪城

（約５�）
☆交通費は各自負担で、弁当、飲み物、

雨具を持参
◇問合先 夢広場（布施駅前）０６（６７８４）

２０１４（�兼用）

自由の森なるかわ
キャンプリーダー

野外活動や自然に興味があり、子ども
が好きな学生を募集します。
◇対象 大学新１・２年生または短期

大学・専門学校新１年生で、年間を通し
て活動、研修に参加できる方
※活動は土・日曜日、夏期が中心です。
◇説明会のとき・ところ ４月１６日�、

２２日�、５月９日�、１４日� 午後６時
３０分～７時３０分・東大阪アリーナ
◇申込・問合先 自由の森なるかわ

０７２９（８６）１５５１、�０７２９（８６）１５５０

学習ボランティア

大学生、または社会人で、４月から小
・中学生を対象に勉強を教えていただけ
る方を募集します。
◇応募・問合先 長瀬青少年センター

０６（６７２７）１２００、�０６（６７２９）９７８７

テニススクール生

【初級クラス】
◇とき �土・日曜日 午前１０時３０分
～正午 �火曜日 午前１０時～正午
◇費用 �土・日曜日	月７，０００円 �
火曜日	月５，０００円

【中級クラス】
◇とき 土・日曜日 午前９時～１０時

３０分
◇費用 月８，０００円

◇ ◇
◇定員 各若干名
※入会金２，０００円が別途必要です。
☆初級コースは無料体験あり
※毎月、月初めに随時入会受付します。
◇ところ・申込・問合先 水走ルーフ

テニスコート ０７２９（６３）８８７８、�０７２９（６５）
８７４３

特設人権相談

◇とき・ところ �４月１４日
	総合
福祉センター �２１日
	夢広場（布施
駅前）
☆いずれも午後２時～４時
◇問合先 社会福祉協議会内人権擁護

委員会 ０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４

年金相談

◇とき・ところ �４月６日�	中鴻
池行政サービスセンター �１９日�	日
下行政サービスセンター �２３日�	や
まなみプラザ（四条） �２４日�	ゆう
ゆうプラザ（日下）
☆６日と１９日は午後１時～４時、２３日

と２４日は午前１０時～午後４時
※２３日と２４日は保険料の納付相談窓口

です。納付もできますので、国民年金手
帳または基礎年金番号がわかるものを持
参してください。
◇問合先 �国民年金課 ０６（４３０９）

３１６５、�０６（４３０９）３８０５ �東大阪社会
保険事務所 ０６（６７２２）６００１

春の緑の募金

４月１日�から５月３１日�まで、緑の
募金を行います。
緑の募金は、学校や地域での緑化、都

市周辺の山の保全などに使われます。駅
や学校、自治会などで募金を呼びかけま
すので、協力をお願いします。
◇問合先 �みどり対策課 ０６（４３０９）

３２２７、�０６（４３０９）３８３６ �（財）大阪み
どりのトラスト協会 ０６（６９４９）５７０５

水質検査計画

水質基準の改正に伴い、水質検査の適
正化や透明性を確保するため、検査地点
や検査項目、検査頻度とその理由をまと
めた「平成１７年度水質検査計画」を策定
しました。水質検査は、水道水が安全で
良質であることを確認するために重要な
もので、同計画に基づき行います。
なお、同計画は旧水道局のホームペー

ジまたは上下水道局で閲覧できます。
◇問合先 上下水道局配水管理センタ

ー ０６（６７２４）０８０５、�０６（６７２１）７７７４

綿の種を無料配布します

江戸時代に河内地域でさかんに栽培さ
れていた綿。その種を、４月２日�から
郷土博物館で配布します（郵送不可）。
◇数量 ５０袋（１人１袋）
◇問合先 郷土博物館 ０７２９（８４）６３４１、
�０７２９（８６）１４３２

奨学金をお貸しします

市内に住所があり、経済的な理由で高
校や高等専門学校、短期大学、大学での
勉学に不安のある方に、選考のうえ、奨
学金をお貸しします。
【高校、高等専門学校（１年生～３年

生）】
◇貸付金額（月額） �国・公立	８，０００
円 �私立	１万３，０００円
【高等専門学校（４・５年生）、短期大
学、大学】
◇貸付金額（月額） �国・公立	１
万４，０００円 �私立	１万７，０００円

◇ ◇
◇申込方法 学事課または在学してい

る学校に置いている願書、推薦調書に必
要事項を書いて、世帯全員の住民票の写
し（外国籍の方は外国人登録原票記載事
項証明書の写し）および市・府民税証明
書を添えて、在学している学校へ提出
◇申込期間 ４月１１日�～５月２０日�
※専修学校、各種学校は除きます。
◇問合先 学事課 ０６（４３０９）３２７２、

�０６（４３０９）３８３８

春の全国交通安全運動

４月６日�から１５日�まで「子どもと
高齢者の交通事故防止」「二輪車の安全利
用の推進」「シートベルトとチャイルドシ
ートの正しい着用の徹底」「めいわく駐車
・放置自転車の追放」に重点を置いて�春
の全国交通安全運動�を行います。
◇問合先 �布施警察署 ０６（６７２７）

１２３４ �河内警察署 ０７２９（６５）１２３４
�枚岡警察署 ０７２９（８７）１２３４ �交通
対策室 ０６（４３０９）３２２３、�０６（４３０９）３８３６

国民健康保険
人間ドック指定医療機関が
３か所増えました

４月１日から指定医療機関が増え、６
か所の医療機関で受診できます。
生活習慣病の早期発見・治療のため「人
間ドック助成制度」をご利用ください。
また、脳MR検査も助成します。受診に
あたっては、指定医療機関で予約してく
ださい。
◇４月１日�からの追加指定医療機関

�池田病院 宝持・０６（６７２１）０１５１ �
石切生喜病院 弥生町・０７２９（８６）３６０４
�東長原病院 長田西・０６（６７４４）０１１１
※４月１日受診分から助成対象です。
※東長原病院は脳MR検査を行ってい

ません。
◇従来からの指定医療機関 �市立総

合病院 西岩田・０６（６７８１）５１０１ �森
本記念クリニック健診センター 横枕・
０７２９（６６）８１６６ �若草第一病院 若草
町・０７２９（８８）１４０９
◇対象 国保加入者で、受診時に納期

がきている保険料を完納している方
◇助成額 �人間ドック日帰りコース

契約額の半額（２万４７５円） �脳MR
検査費用の半額（上限１万３，０００円で、人
間ドックと同時受診に限る）
☆申請は、受診後２年以内に領収書（写）
を添えて、行政サービスセンターまたは
国保管理課へ
◇問合先 国民健康保険室管理課 ０６

（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４

くすのきカレッジ

【美術・文化学科】
国宝の仏像、寺院などを学びます。
◇とき ５月～来年３月の第２金曜

日 午後７時～９時（８月を除く、計
１０日間）
◇定員 ８０人（申込先着順）
【日本史・郷土史学科】
河内の歴史について学びます。
◇とき ５月～来年２月の第２火曜

日 午後７時～９時（計１０日間）
◇定員 ４５人（申込先着順）
◇ ◇

◇費用 ３，０００円
◇申込方法 ハガキに教室名と学科

名、住所、氏名、電話番号を書いて、４月
２０日�（必着）までに（ファクスでも可）

おもちゃの病院

壊れたり、動かなくなったりしたお
もちゃを修理します。
◇とき ４月、６月、８月、１０月、

１２月、来年２月の第３土曜日 午後１
時～３時
※当日に修理ができない場合は預か

ります。

自力整体体操

筋肉や関節をクーリングしたり、自
然治癒力や疲労回復力を高めます。
◇とき ４月～来年３月の毎月最終

火曜日 午後３時３０分～５時（１２月は
第３火曜日で、計１２日間）
◇講師 矢上自力整体認定 �田幸

子さん
◇定員 ４０人（申込先着順）
◇申込方法 ハガキに教室名、住所、

氏名、電話番号を書いて、４月１４日
（必
着）までに

企画運営委員を募集

まちづくり事業の企画や運営を行う
ボランティアを募集します。
◇対象・定員 D地域在住の方・若

干名
◇申込方法 ハガキに企画運営委員

応募と明記し、住所、氏名、年齢、電話番
号を書いて、４月１５日�（必着）までに
………………………………………
◇ところ・申込・問合先 〒５７８・

０９４１岩田町４―３―２２―５００ くすのきプラ
ザ（若江岩田駅前） ０７２９（６７）６５６５
（�兼用）

くくすすののききププララザザののおお知知ららせせ

まなぶのつづき

（６）第８３３号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１７年４月１日
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まなぶ まなぶ 
機器利用技術講習会

◇とき・内容 �マシニングセンタ�
４月５日� �金属顕微鏡�６日� �
X線回折装置および蛍光X線分析装置�
８日� �アーク放電型イオンプレーテ
ィング装置�１３日� �顕微フーリエ変
換赤外分光分析装置�１４日� �創成放
電加工機�２０日� �三次元CAD入門コ
ース�２０日� �電子線三次元粗さ解析
装置および小型ECRイオンシャワー装置
�２１日�、２２日�（計２日間） �リバ
ースエンジニアリングシステム�２７日�
※いずれも午後１時３０分からで、費用
などくわしくはお問い合わせください。
◇ところ・申込・問合先 産業技術支

援センター ０６（６７８５）３３２５、�０６
（６７８５）３３６３

囲碁教室

◇とき ５月からの毎月第１・３日曜
日 午前１０時～正午
◇内容 初歩からの囲碁学習
◇対象・定員 市内在住、在勤の方・

１０人（抽選）
◇費用 月５００円
◇申込方法 往復ハガキに教室名、住

所、氏名、年齢、電話番号を書いて、４
月１５日�（必着）までに
◇ところ・申込・問合先 〒５７８・０９７５
中鴻池町２―３―１３ グリーンパル（中鴻池）
０６（６７４７）１５９２、�０６（６７４４）２７４８

リハビリ教室

【生きがい健康体操教室】
◇とき ４月１３日�、５月１１日� 午

後１時３０分～３時
◇内容 簡単なストレッチ体操など
【介護予防トレーニング教室】
◇とき ４月１４日�、５月１２日� 午

後１時３０分～３時
◇内容 筋力トレーニングなど

◇ ◇
◇対象・定員 市内在住の６０歳以上の

方・各２５人（申込先着順）
◇申込開始日 ４月開催の教室は４月

１日�～、５月開催の教室は５月２日�
～（同月内の重複申込不可）
◇ところ・申込・問合先 高齢者サー

ビスセンター ０７２９（６２）８０１１、�０７２９
（６３）２０２０

古墳見学と学習会

郷土博物館の学芸員とともに古墳群を
見学し、出土遺物について学びます。
【五里山・花草山古墳群の見学】
◇とき ４月１７日� 午前１０時～午後

２時（雨天中止）
☆近鉄奈良線「瓢�山駅」南出口集合
【出雲井・五条・客坊山古墳群の見学】
◇とき ４月２４日� 午前１０時３０分～
午後２時（雨天中止）
☆近鉄奈良線「枚岡駅」東側出口集合
◇ ◇

◇定員 １５人（申込先着順）
※交通費は自己負担です。
◇申込方法 ４月２日	から電話で
◇申込・問合先 郷土博物館 ０７２９（８４）

６３４１、�０７２９（８６）１４３２

リズム体操教室

◇とき・ところ �火曜日 午前１０時
３０分～１１時３０分�市民ふれあいホール
�木曜日 午後７時～８時、土曜日 午
前１０時～１１時１５分�東体育館
☆女性が対象で、原則として月３回
◇費用 月２，０００円（初回に年間登録費
として１，０００円が別途必要）

◇申込方法 各会場で直接
☆運動のできる服装で、体育館用靴を

持参
※無料体験、見学もできますが、子ど

も連れでは参加できません。
※負傷者には応急処置はしますが、以

後の責任は負いません。
◇問合先 �東体育館 ０７２９（８２）１３８１、
�０７２９（８２）２７６８ �青少年スポーツ室
０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

障害者のための文章教室

◇とき ４月～来年３月の毎月第４金
曜日 午後２時～３時３０分（８月を除く、
計１１日間）
◇定員 １０人（抽選）
◇申込期限 ４月８日�
◇ところ・申込・問合先 高井田障害

者センター ０６（６７８９）０１３１、�０６（６７８９）
２８７０

少年少女発明クラブ
公開創作講座

◇とき ４月２３日	 午後１時～４時
◇ところ 産業技術支援センター
◇内容 「よくあがるミニだこを作ろ

たこ

う」 日本凧の会 山本光夫さん
◇対象・定員 市内在住の小学校４年

生～６年生とその保護者・２０組（申込先
着順）
☆はさみ、セロテープ、定規を持参
◇申込方法 ４月１日�～１５日�に電

話で
◇申込・問合先 モノづくり支援室

０６（４３０９）３１７７、�０６（４３０９）３８４６

エコライフリーダー養成講座

きれいな川を取り戻すため、地域で核
となり台所排水対策などの啓発活動に取
り組んでいただける方を養成します。
◇対象 市内在住で、平日も活動でき

る方
◇募集人数 ２０人以内
◇内容 月１回程度の講習会、学習会

などへの参加
◇申込方法 ハガキ（封書でも可）に

住所、氏名、年齢、職業、電話番号、応
募の動機を書いて、４月２２日�（必着）
までに
◇申込・問合先 〒５７７・８５２１市役所公
害対策課 ０６（４３０９）３２０６、�０６（４３０９）３８１８

ゆうゆうプラザの教室

【手話教室�友�】
楽しく手話を学びます。
◇とき ５月～８月の第１・３金曜日

午後７時～９時（計８日間）
◇講師 身体障害者福祉協会聴言部会

松下静誉さん
◇対象・定員 市内在住の成人・３０人

（抽選）
◇費用 ２，０００円
【文学講座】
「源氏物語」を読み解きながら、当時

の生活や文化、制度を通して日本文化に
ついて考えます。
◇とき ５月～来年３月の毎月第４土

曜日 午後７時～９時（１２月を除く計１０
日間）
◇講師 国際日本文化研究センター共

同研究員 森田登代子さん
◇対象・定員 市内在住の成人・４０人

（抽選）
◇費用 ５，０００円
◇ ◇

☆筆記用具を持参
◇申込方法 往復ハガキに教室名、住

所、氏名、年齢、性別、電話番号を書い
て、４月１１日�（消印有効）までに
◇ところ・申込・問合先 〒５７９・８００３
日下町３―１―７ ゆうゆうプラザ（日下）
０７２９（８６）９２８４、�０７２９（８６）９２９３

春の一般公開を行います。期間中は、
朝日社解体修理記念展示として、宮入
ちょうちん ほうおう つりどうろう

提灯の鳳凰飾り金具や釣燈籠、茶弁
当、ガラス写真など、江戸時代から昭
和初期の民具約３０点を展示します。
◇とき ４月１日�～７月２４日�

午前１０時～午後４時
☆月曜日と祝日の翌日（土・日曜日

を除く）は休館日
◇観覧料 �小・中学生�２００円 �
高校生以上の方�３００円
☆２０人以上の団体は、１人５０円引き
☆土曜日の午前中は、小・中学生、

高校生は無料
※貸室も行っています（要予約）。
【朝日社解体修理記念展】
鴻池新田御開発３００年に伴い、「朝日

社とお伊勢参り」をテーマに記念展を
行います。
◇とき ４月１日�～６月３０日�

午前１０時～午後４時
◇ところ 乾蔵
【史跡ハイキング】
長田、菱江、新庄などの「おかげ燈

籠」をたどります。
◇とき ４月２４日� 午前９時～午

後３時３０分
◇定員 ３０人（抽選）
◇申込方法 往復ハガキに行事名、

住所、氏名、電話番号を書いて、４月
１５日�（必着）までに
☆当日、入館者には記念品を進呈

◇ ◇
※４月１日�～５月５日
に、河内

木綿の種を配布します（１人１袋で、
先着順）。
※駐車場はありません。
◇申込・問合先 〒５７８・０９７４鴻池元
町２―３０ 鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、
�０６（６７４４）７４９８

１４日�
２８日�

５日�
１９日�

１３日�
２７日�

１日�
１５日�

８日�
２２日�

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１４：２０～１４：５０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

日下町４・マンハイム石切

日下町６・JA孔舎衙

盾津鴻池公民分館南

府営東鴻池第二住宅

島ノ内・メープルコート

府営花園住宅

若江東町２
・ライオンズマンション

横枕・春光園

高齢者サービスセンター

玉串西団地集会所前

玉串元町団地

岩田町６・プレジデント東大阪

５日�
１９日�

６日�
２０日�

１３日�
２７日�

１２日�
２６日�

１４日�
２８日�

１３：４０～１４：１０

１３：３０～１４：００

１４：２０～１４：５０

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：４０～１６：１０

１４：１０～１４：４０

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

日下町・丹波神社東

横小路メイ・トーラス

上石切町２・駅前公園

東大阪養護老人ホーム

西石切町２
・ダイアパレス横

六万寺町・桜井公民館南

上四条町・ウマハギ

上四条町・大池公園

新池島町２丁目

下六万寺町・NTT枚岡社宅

西石切町７・オーク新石切

豊浦公民分館

シャルマンコーポ枚岡公園

善根寺町４・NTT社宅

７日�
２１日�

１３日�
２７日�

６日�
２０日�

７日�
２１日�

１３：３０～１４：１０

１５：４０～１６：３０

１４：３０～１５：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：２０～１４：００

１４：２０～１４：５０

１５：５０～１６：３０

花園西町公園

イズミヤ若江岩田店

若江本町北公園

中鴻池町２・三島温泉前

楠風荘稲荷神社横

鴻池町・寺嶋公園

川中・岡崎医院南

加納アメリア集会所前

府営加納住宅集会所前

三ノ瀬公民分館

中小阪・大和公園

八戸の里公園

１２日�
２６日�

１４日�
２８日�

８日�
２２日�

１日�
１５日�

１４：２０～１４：５０

１３：３０～１４：１０

１３：３０～１４：２０

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：２０

１５：４０～１６：２０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：３０

１３：３０～１４：００

１３：４０～１４：１０

１４：１０～１４：４０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：００

１５：５０～１６：３０

市営鷺島住宅集会所前

市営島町住宅

金岡公園

柏田公園

新喜多公園

岸田堂南公園

西堤神社境内

川俣処理場東

府営稲田住宅

御厨天神社境内

ヴェルディ八戸ノ里

新家西町第２公園

近江堂行政
サービスセンター

友井５・みとハウス

御厨東・五百石公園

◇問合先 永和図書館 �０６（６７８１）５５００ �０６（６７８４）５６３０

鴻池新田会所 春季一般公開
国史跡・重要文化財

４月の移動図書館

平成１７年４月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８３３号（７）
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題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題

長
瀬
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
牛
乳
パ
ッ
ク
の
イ
ス
作
り
】

◇
と
き

４
月
５
日
�
、
８

日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
対
象
・
定
員

乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
・
各
十
五
組
（
申

込
先
着
順
）

◇
費
用

五
十
円

☆
牛
乳
パ
ッ
ク
五
個
以
上
、

新
聞
紙
、
布
を
持
参

◇
申
込
方
法

４
月
２
日
�

ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
電
話
で

【
こ
い
の
ぼ
り
作
り
】

◇
と
き

４
月
１９
日
�

午

前
１０
時
〜
１１
時

◇
対
象
・
定
員

２
歳
６
か

月
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
・
十
五
組
（
申
込
先
着
順
）

◇
申
込
方
法

４
月
８
日
�

の
午
後
１
時
か
ら
電
話
で

【
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
】

親
子
で
お
や
つ
を
作
り
ま
す
。

◇
と
き

４
月
２２
日
�

午

前
１０
時
〜
１１
時

◇
対
象
・
定
員

２
歳
以
上

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
・
十

二
組
（
申
込
先
着
順
）

◇
費
用

五
十
円

☆
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持

参
◇
申
込
方
法

４
月
１５
日
�

の
午
前
１０
時
か
ら
電
話
で

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

長
瀬
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６（
６
７
２
８
）１
８
０
０
、

�
０
６（
６
７
２
８
）２
４
１
３

荒
本
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
お
や
こ
広
場
】

親
子
で
楽
し
く
遊
び
ま
す
。

二
週
間
に
一
度
、
水
曜
日
（
午

前
１０
時
〜
１１
時
）
に
実
施
し
ま

す
（
計
五
日
間
）。

◇
初
回
の
と
き
・
対
象
・
定
員

▽
４
月
１３
日（
４
月
６
日
�
）�

１
歳
６
か
月
以
上
の
１
歳
児
と

そ
の
保
護
者
・
十
八
組

▽
２０

日
（
１１
日
�
）
�
２
歳
児
と
そ

の
保
護
者

※
（

）
内
は
受
付
開
始
日

で
、初
め
て
の
方
が
優
先
で
す
。

◇
申
込
方
法

受
付
開
始
日

の
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
電
話
で

【
子
育
て
連
続
講
座
】

◇
と
き
・
内
容

▽
４
月
１５

日
�
�
お
む
つ
は
ず
れ

▽
２２

日
�
�
し
つ
け

☆
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
１１

時
３０
分

◇
対
象
・
定
員

乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
・
十
三
組

☆
一
時
保
育
あ
り

◇
申
込
方
法

４
月
８
日
�

の
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
電
話
で

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

荒
本
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６（
６
７
８
８
）１
０
５
５
、

�
０
６（
６
７
８
８
）２
５
９
７

２
月
２８
日
、「
な
に
わ
伝
統
芸

能
等
功
労
知
事
表
彰
」
を
受
賞

し
た
、
浄
瑠
璃
保
存
グ
ル
ー
プ

・
東
大
阪
市
素
義
幼
声
会
の
会

員
ら
が
松
見
市
長
に
受
賞
の
喜

び
を
報
告
し
ま
し
た
。

「
な
に
わ
伝
統
芸
能
等
功
労

知
事
表
彰
」
と
は
伝
統
的
な
芸

能
や
行
事
の
保
存
・
伝
承
に
努

め
て
い
る
個
人
や
団
体
を
た
た

え
る
も
の
で
、
同
会
は
人
形
を

使
わ
な
い
素
浄
瑠
璃
を
５０
年
以

上
に
わ
た
り
伝
承
。
三
味
線
に

合
わ
せ
、
節
を
つ
け
て
語
る
浄

瑠
璃
の
一
流
派
・
義
太
夫
節
を

各
地
で
公
演
し
て
お
り
、
発
足

以
来
開
催
し
た
定
期
公
演
は
百

回
を
超
え
て
い
ま
す
。

松
見
市
長
が
「
市
民
を
代
表

し
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
」

と
話
す
と
、
武
井
和
司
会
長
は

「
こ
の
よ
う
な
賞
を
受
け
、
た

い
へ
ん
う
れ
し
い
で
す
。
浄
瑠

璃
は
今
の
社
会
に
欠
け
て
い
る

人
間
の
情
愛
を
語
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
後
継
者
の
育
成

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、
意

気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
東
大
阪
市
素
義
幼
声

会
に
よ
る
浄
瑠
璃
大
会
が
、
４

月
２３
日
�
の
午
前
１０
時
３０
分
か

ら
青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
す
。

�
武
井
会
長
（
左
か
ら
二
番
目
）
ら
東
大

阪
市
素
義
幼
声
会
の
み
な
さ
ん
�
定
期
公

演
の
様
子

「
水
泳
教
室
」
の
第
一
期
会

員
を
募
集
し
ま
す
。
期
間
は
５

月
か
ら
７
月
ま
で（
計
十
日
間
）

で
、
定
数
を
超
え
る
場
合
は
抽

選
し
、
結
果
は
４
月
２５
日
�
ご

ろ
に
通
知
し
ま
す
。

◇
費
用

▽
年
少
、小
学
生
、

中
学
生
�
八
千
円

▽
高
校
生

以
上
�
一
万
二
千
円

※
ロ
ッ
カ
ー
・
駐
車
場
代
は

別
途
必
要
で
す
。

☆
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
不
可

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

（
一
人
一
枚
）に
教
室
名
、
希
望

曜
日（
第
二
希
望
ま
で
）、
水
泳

経
験
の
有
無
、住
所
、氏
名
、
年

齢（
年
少
は
生
年
月
日
、小
学
生

は
学
年
も
）、電
話
番
号
を
書
い

て
、４
月
１１
日
�（
消
印
有
効
）

ま
で
に

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７７
・
０
８
０
４
中
小
阪
四
―
七

―
六
〇

東
大
阪
ア
リ
ー
ナ

０
６（
６
７
２
６
）１
９
９
５
、

�
０
６（
６
７
２
６
）１
９
９
４

―加 入 を 受 付 中―

申込みは行政サービスセンター、市役所２階市民総務室へ
※金融機関での受付は、３月で終了しました。
◇問合先 市民総務室 ０６（４３０９）３１５８、�０６（４３０９）３８１２

法

律

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
一
週
間
前
か
ら
電

話
で
受
付
０
６（
４
３
０
９
）３
１

０
４【

本
庁
市
民
相
談
室
】

▽
月
・
水
・
金
曜
午
後
１
時
〜

４
時
（
申
込
先
着
十
六
人
）
▽
第

二
火
曜
午
後
５
時
〜
８
時
（
申
込

先
着
十
六
人
）

※
毎
月
第
三
木
曜
午
後
２
時
〜

３
時
３０
分
に
「
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
」（
申
込
不
要
で
先

着
八
人
）

【
巡
回
法
律
相
談
・
各
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
】

▽
日
下
�
奇
数
月
の
第
一
木
曜

▽
四
条
�
第
一
・
三
火
曜

▽
中

鴻
池
�
偶
数
月
の
第
一
木
曜

▽

若
江
岩
田
駅
前
�
毎
月
第
二
・
四

火
曜

▽
楠
根
�
偶
数
月
の
第
三

木
曜

▽
布
施
駅
前
�
第
二
・
四

木
曜

▽
近
江
堂
�
奇
数
月
の
第

三
木
曜

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時

〜
４
時
（
申
込
先
着
八
人
）

中
小
企
業

【
中
小
企
業
振
興
会
】

▽
工
業
技
術
相
談
�
第
四
火
曜

▽
店
舗
デ
ザ
イ
ン
相
談
�
第
四
水

曜

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
３０
分

〜
４
時
で
、
予
約
制

０
６
（
４

３
０
９
）
２
３
０
１

パ
ー
ト
・
労
働
相
談

い
ず
れ
も
職
業
紹
介
・
あ
っ
旋

は
行
い
ま
せ
ん
。

【
労
働
雇
用
政
策
室
】

▽
月
〜
金
曜
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
０
６（
４
３
０
９
）３
１
７
９

【
ユ
ト
リ
ー
ト
東
大
阪
】

▽
月
・
水
・
金
曜
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時
０
６（
６
７
２
１
）６
０

０
０

よ
み
か
き
相
談

文
字
の
よ
み
か
き
に
不
自
由
し

て
い
る
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
社
会
教
育
室
】

▽
月
〜
金
曜
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
３０
分
０
６（
４
３
０
９
）３
２

７
９女

性
の
た
め
の
相
談

【
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
】

▽
面
接
相
談（
予
約
制
）�
火
・

水
・
土
曜（
五
週
目
は
な
し
）午
前
１０

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
、

第
四
火
曜
午
後
６
時
〜
９
時
０
７

２
９（
６０
）９
２
０
５

▽
電
話
相

談
�
火
〜
日
曜
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時
、
金
曜
午
後
６
時
〜
９
時

０
７
２
９
（
６０
）
９
２
０
６

交
通
事
故

【
交
通
対
策
室
】

▽
月
・
火
・
水
・
金
曜
午
前
１０
時

〜
午
後
４
時
（
予
約
制
）
０
６

（
４
３
０
９
）
３
２
２
３

教
育
・
子
育
て
相
談
な
ど

子
ど
も
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に

お
答
え
し
ま
す
。

【
教
育
相
談
・
教
育
研
究
所
内
】

▽
月
〜
金
・
第
一
土
曜
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
１５
分
（
予
約
制
）

０
６
（
６
７
２
７
）
０
１
１
３

【
す
こ
や
か
テ
レ
ホ
ン
】

▽
月
・
火
・
木
・
金
曜
午
後
５

時
〜
８
時

▽
日
曜
、
祝
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
０
６
（
６
７

２
１
）
９
１
７
４

【
子
ど
も
の
悩
み
相
談
室
・
電

話
相
談
】

▽
月
〜
土
曜
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
１５
分
（
土
曜
は
正
午
ま
で
）

０
６
（
６
７
８
２
）
７
８
６
７

【
い
じ
め
１１０
番
】

▽
月
〜
土
曜
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
１５
分
（
土
曜
は
正
午
ま
で
）

０
６
（
６
７
３
２
）
０
１
１
０

【
鴻
池
・
長
瀬
・
荒
本
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
】

▽
来
所
相
談
�
月
曜（
鴻
池
）、

金
曜
（
長
瀬
）
、
木
曜
（
荒
本
）
午

前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
（
予
約

制
）

▽
電
話
相
談
�
月
〜
土
曜

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
６
時
０
６

（
６
７
４
８
）８
２
５
２（
鴻
池
）、

０
６
（
６
７
２
８
）
１
８
０
０

（
長
瀬
）、
０
６
（
６
７
８
８
）

１
０
５
５
（
荒
本
）

人
権
法
律
相
談

【
荒
本
・
長
瀬
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
】

▽
荒
本
�
第
二
火
曜
０
６
（
６

７
８
８
）
７
４
２
４

▽
長
瀬
�

第
四
火
曜
０
６
（
６
７
２
０
）
１

７
０
１

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時

〜
４
時
で
、
予
約
制

消
費
生
活

【
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

▽
月
〜
金
曜
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
５
時
（
電
話
相
談
は
午
後
４

時
ま
で
で
、
来
所
時
は
事
前
に
電

話
を
）０
７
２
９
（
６５
）
０
１
０
２

医
療
相
談

【
保
健
所
総
務
課
】

医
療
機
関
利
用
の
た
め
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽
月
〜
金
曜
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時
０
７
２
９
（
６０
）
３
８
０
１

対象

１８歳以上

６０歳以上

中学生
以上

平成１１年４
月２日～平
成１３年４月
１日生まれ

小学生

※年齢、学年は平成１７年４月１日現在です。
※希望者数により中止する場合あり

定員

３０人

３０人

２０人

３０人

３０人

５０人

３０人

時間

１４：００
～１５：００

１１：００
～１２：００

１３：３０
～１４：３０

１９：００
～２０：００

１５：３０
～１６：３０

１７：００
～１８：００
１８：１５
～１９：１５

曜日

木 曜 日

水・木・金曜
日の３コー
スから選択

月・水・金曜
日の３コー
スから選択

月・金曜日
の２コース
から選択

月・水・木
・金曜日の
４コースか
ら選択

木 曜 日

教室名

女性A

女性B

シルバー

中学生・
一般

年少

小学生A

小学生B

�
な
に
わ
伝
統
芸
能
等

功
労
知
事
表
彰
�
を
受
賞

東東大大阪阪アアリリーーナナ

じ
ょ
う
る

り

浄
瑠
璃
保
存
グ
ル
ー
プ
・
東
大
阪
市
素
義
幼
声
会

定例相談
「「すすここややかかテテレレホホンン」」以以外外はは、、
祝祝日日おおよよびび休休日日はは行行いいまませせんん。。

いずれも無料

親

子

で

遊

ぼ

う

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

（８）第８３３号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１７年４月１日


